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ネグロス島糖業調査報告
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ー フィリヒ ン゚糖業における地位

ネグ ロス島の人部分は山かl"i.絞 によっ て占められ， 1．l|

脈が南北にのひ・-（東岸にせまっ てい るため，東犀にはほ

とんど平野がみられない。 山脈は火111系であって，その

最高峰は秀麗な Canlaon11.1である。北部と東部は1[/：日

降雨にめぐまれてい る。 ネゲロスの砂糖の大部分は油梱

岸の平野，いわゆるsugar-beltに生槌され，その範PJ1は

北部の Victoriasから1竹部の llogRiverにおよび， そ

の距離約 l3()キロメートルである。砂糖生J!it地域は，（1)

Victorias, Saravia, Silay, Talisay, (2) Bago, (::3) Ponte・ 

vedra, La Carlota, (4) Binalbagan, lsabela, (5) llog, 

Cabancalanに区分 される。一方， 東詢昴は11」が術にせ

まっているため， とこ ろ と ころ小河川に沿って •平野が散

在す る程度にすぎない。 砂軌生I崖地は北部(})SanCarlos 

と南部の Baisであ る。

ネグ ロス紗糾生産の厭史は1849年にはじ・まるといわれ

るが，それ以前にも少最0)｛少糖が原始的方法で生産され

ていた。1849年に ネク ロス島は religiousorder of the 

Rocoletos(}）'・ドにおかれ， その努））によ って生産はilii次

増加してい った。1850年の（少糖生産は 19(）ト ンにすぎな

かったが， 1893年には11万4000トンに近しに。今 日ネグ

ロス島はフ ィリ ヒンにお1}る最大の炒糖主産地であり，

ごく最近ではフ ィリビン全体の砂粉ぬ75％が Visaya諸

島 （お もに ネグ ロス）で生脆されるに合．iっている。フィ

リビンの精糖工場数は今 日24であるが，そのうち 16が

Visaya諸島にある。フィ リビン有数の精糖工場である

Binalbagan-lsabela, Hawaiian-Philippine, La Carlota, 

Talisay-Silay, Victoriasはすべて NegrosOccidental 

に存在する。

laborersと seaso叫 laborersによ って行な っている。

2 planterが lesseeである場合

planterは土地所有者から土地を借りて経営を行なう

が； 小作形態からすると LeaseholdTenancyと呼ばれ

るもので， 土地所有者は landholder-lessor, 小作人は

tenant-lesseeと呼ばれる。小作料は一定の金額か生産物

の形態をと り，その額はおよそ生産物の10~20%といわ

れる。 planterが土地所有者である場合に比べて l岱 see

の取得分は当然小さく なる。契約期間は 3年ないし10年

ごとに更新される。こ の形態は Negros0cc.にイ：（:在す

るものであるが，今日では 1が支配的であるといわれ

る。

:l Parしnersh,p

廿廊は小作人 (aparcerosor kasama)によ って故培さ

れ，収穫物は地主・小作人間で折半される。この形態は

主として中部）レソンに入られる ものである。

今Hでは， フィリピンのtll¥屯生舷0)約75％がit(接上地

所有者によって生産さオしているといj刈噂。

III 砂納 Iりじ分形式

ソィリヒンの代表的生光地にお＼ヽては， II札、は主とし

て近代(l,・J粘軌1：場（central)において 粗粕 (certifu gal 

sugar)にさオl，る。砂籾諏得の割合は miller(central)と

planters間の契約によ ってき ・まる。たとえばフ ィリビン

厳大の砂糖生産地区である Binalbagan-lsabelaCo. O) 

場合には planterfi5%, miller 35％であり，第 2の生産

地区であ る Victoriasの場合には64%,36％であんこ
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地所 イJ形態

1 planterが土地所有者である場合

プラ ンテー ション経常者は同時に土地所有者(Hacien・

dero)であって、 NegrosOccidentalに最 も多く みられる

ものである。この場合planter¥ま廿庶0)栽培をpermanent
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の配分率は各 centralによって異なるが，だいたい

planterの収得率は 55~65％の間にあ るとみてさしつか

えない。 The Sugar Act of 1952 が間接的な規制をな

しているわけである。砂糖の配分はこ の法律 にそ って

planterと central との間の契約粛に取り決められる。

この契約褐には契約期間，収穫配分率，捐失負担，労働

者のI厚生施設基金などについて規定が行なわれる。1959

~60作物年疫において， フィリビンの central数 24,

sugar plantersの数は 2万であるから， 1 central当た

り平均 833の plantersがいる勘定になる。

planterが lesseeである場合には，その砂糖収得率は

普通，以下のようになる。 landholder-lessor15%, 

tenant-lessee (planters) 51 %, central 34%，これを生

産駐で表わすと centralの砂納生i?i'U万トンとして，地

主1500トン， planter 5100トン， central 3400トンとな

る。

フィリヒンの砂軌0)）阪元はすべて quota;Jill()）もとに行

なわれており，それには A sugar（文寸アメリ カ輸出用），

B sugar（国内向け），D sugar (Ill；界市場1,,jけ）の区別

があるが， quotaは．1：地に付屈するものと考えられ， し

たがって砂糖生産地域 (central を中心とする生廊地域）

に応じて配分される。剤分された quotaはその砂糾帰

属半に応じて miller,planters間でさらに配分されるわ

けである。

1959/6(）作物年度の全 quotafま132ガショート・トン

に逹するが，その配分は以下のよ うである。

Export (A) quota to US 

Domestic (B) quota 

552,0(）（）（ショー l・・トン）

:120.000 ， ク

World Free market (D) quota 48,58:J 

合 ，，I l ,::l~0,58:J 

ク

ク

．こ のほかに Re~crve (C) quotaがあるが， こJし（よ(A),

(B) quotaの不足にviiiえる予Vili用で，（A).(B)合計の

10分の1が1J}：年 quotaとして割り 当てられる。

IV Centralにおける砂糖伽准

工場における砂納生i槌は，だいたい半年の期間にわ，た

って行なわれるにすぎない（第 1表）。

こ(/)ように梢糖工場の操業率が約半年間にすぎないの

は 甘jtKの成育期間がほぼ 1ノ・-ヰにわたり， しかも年 1（乍

だからである。甘磁の生産を制約する最大の裂因は水で

あるが，網（見施設が普及していないために（う～l（）月 の雨

期の降I村を利用し ているにすぎなし‘O11ftーの例外け、 ネク

ロス4ャ方の Victoriasであって， この地域には年間平均

第 l表工場における砂糖生産

(1959/60作物年度）

工場名
1 精糖 開始 精糖停止
！ （年月 日）_ ＿_ • -- --l _ ·□四—

Calamba ! 1959年11月17日
Del Carmen | ク 12月 1日
Binalbagan-Isabela i /,, 9月21日
La Carlota Iク 10月5日
San Carlos I 1960年 1月 1日
Talisay Silay i 1959年10月 7日
VictoriasI ク 10月 1日

1960年 6月12日
1- 6月 6日
1- 4月18日
1- 4月 6日
1- 5月24日
1- 4月13日

して均等な降雨があるため に年 2作が可能となり，

Victorias(}）操業はほぼ 1年にわたっている。

精糖:-l.：場の操業は，廿訊の収穫が始まる10月ごろから

開始される。 ＿―l/．場は各プランテ ーションに軽（史鉄道を敷

設して， ti礁 を工場内に搬入する。この鉄道網は sugar

plantationと centralを縦枇に結んでおり，ーにとえば最

大の生座品を誇る Binalbagan-Isabelaの場合には，エ

楊の所有する鉄道延ベキロ数は360キロに逹する。鉄道

のターミナルに迪いプランテーションは七こまで牛車に

よって1:I ’J，'!〖を迎搬する。収穫期にはII礁が問断な＜ J：場

に巡ばれ，工場は 3shi[ls 11iilにより 2411か問仝1:1(/)採梁

を行なう。

-l.：楊に述は}jLに11’l しt. （•い場屈j0) check-poinlにおし‘-c
l貨ii-'．ごとに重品を；tl絨され，さらにti札’'!：サンフルによ

って含納分を測定される。この含勘分 (purity) はプラ

ンテーションによってかなりの開きがあり，たとえば

Victoriasの場合には最低73％から最閥89％に逹してい

た。この場合，重賊計符．（寸、 planterによる対労働者労慟

支払い叫謬と なり，含納分検在は砂納配分（こlー：楊対

planter)の際叫繹となるものである。

検森を終えたti枇（・:l、，貨II［からただちにエスカレーク

ーに0)せて 1如訓i(）に粉研機に送られ，精糾Jこ楳にはいっ

てゆく。大工場ではこじ程全体が自動式であるため工場内

0)労懺者数は少なく，合理化されている。フィリヒ ン゚で

は，甘j媒から centrifugalsugar（分密糖）が最終製品と

して作られ，輸出もこの形態で行なわれている。わずか

に Victoriasのみが refinedsugarを作る工程をりiiえて

おり，＂これを国内 市場1;,jけに販光している。

砂朝の製追工程でできる Bagasseはそのまま工場内

のボイラー燃料，機関車燃料として用いられ， Cane

Juiceを filterした場合に残る mudは肥料としてプラ

ンテーションに遠元される。なお粘湘，1iこl．．．捏から出てく る

molasses（よこの形態0)よよで輸出され（たとえば1959/

60年度に日本へ 15万トン），あるいはこれからアルコー

IOぅ
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ルが抽出 される。

V Sugar Plantationにおける生痘方法

1 経営

1(）月ごらになるとII訊は刈り l)(l'.）jじC.J :」易に送らjLる

が，；tALと1口J間に土地は plowをかけらil，格地 さ,jし-c
ti廊{/)柏，え 付けが・‘Ii•行して行なわ,j し る。 大股 l遠1では plow

は主としてト ラクク ーによって行なわれ，耕うんと同時：

に施肥が行なわれる。植え付けには canepointを土中

tこ且じめる方法と ratooningOJ 2方法がある。 Victorias生

産地区では両者の比率は 1:2であって ratooningによ

る方が多い。 ratooningは1.「)，府を根本から刈り取ってそ

のまま発芽させるだけであるから，労鋤節約的であ って

コスト が安い。 canepointによる場合にはヘクタール当

たり 29ベソであるのに対して， ratooningの場合にはJ7

ぺ‘ノであるにすぎない。

cane pointは 1ヘクタール当たり 5万本を必要とす

るといわれ， 1万本を植える労貨は 4ペソという低賃金

である。ハリイやキュ ーパのよう に ratooningに全面的

にたよる方がコス ト安であるが， フィリピンでは気候や

土嬢などの関係から ratooningに全面的に依存できない

とされている。しかし canepoint方式を残存させてい

る要因は，やはりなんといっても低労賃によるところが

大きいと思われる。

cane point方式は甘i府の］Isi上 3節くらい（約 1尺）を

切りとっ て，それを寝かせたまま土中に埋めるのであ

る。 よい canepointを作るために熟練者を必要とする

ことはいうまでもない。 上節の芽から発芽が行なわれ，

下節の芽から根が発生する。廿I,府の生育する過程で施肥

が行なわれ，甘庶の根本の土寄せ，病虫害防除の薬剤散

布が行なわれる。tl,•育期間中には多大の水最を必要とし，

1トンの砂糖には 1トンの水が必要といわれるくらいで

ある。溜漑水0)ないところでは， 雨季の天然降雨にたよ

る以外にない。

甘庶0)刈り取 り， 柏み込み，述搬は主として移動労働

者によって行なわれるが， canepointの作成ゃh彰え付け

は主 とし て permanentlaborerによって行なわれてい

る。

sugar plantationは甘庶のほかに 自家用の米を作って

いると ころが多いが，i,；；j地で水不足のために稲の生育で

ざなし ‘planlationで1)：米を購人 l.l：し 、るとこ、．．）4、あろ，、

2 労慟））

Negro:; Occidenlal<l_)sugar haciendaでは，J|雌翡J
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労働をまかなうのに移動労働力に依存し てい 7:Soこの移
動労働者はふつう sacaclas(recruited)と呼ばれている。、

1949年から52年にかけて最 も多くの sacadas労働 力が

Negros 0cc.に流入したが，そのヒ°ークは 4万5000人に

逹したと いわれる。その大部分が Panay島の Antique,

Cap仇 Aldan,Iloiloの出身であった。この地域はだいた

い年 1．作で米0)4.：．育期間は 5~6月から］（）～Jl月である

ヵヽら，残りの期間は sugarplantationに出かせぎに出る

のである。 しか し南部 lloiloo)よう に年 2期作の行なわ

れるとこるでは，労働者は出かせぎに出てゆかない。

planterは必要な労鋤者の経梨を contractorに成かせる

場合が多い。 この contractorは早くも 3月ごろから労

慟者の沙料集を始める。contractorはすべて労働省出先機

関の licenceをえなければならないが，こ のためには50

ペソの許I'，［料を必要とする。 contractorはときに地主で

あったり， 地）．j役人や政治力をもった人問であ ったり す

る。

contractor f,t、planterから依頓された一足の労慟力を

獲得するために労傲者と契約するわけであるが，契約に

際してはふつう50ペゾの前金 (anticipos)を労働者に渡

す。収悛期に労働者を実際に連れてく るこ とはこの

contractorの責任において果たされる。

収穫期になる と contractorは労働者をつれて planta-

tionに現われ，甘i府の収獲，柏み込み，迎 搬な どいっ

さいの作業を監督する。これは contractorを中心とす

る gangsystem であり， 作業の諮負制である。労賃の

支払いも contractorを通じて行なわれ，労賃計算は出

来 高 払い制 (piecerate wage system)をとっている。

すなわち労貨ftcane lトンの刈り取 りについていく ら

とい うふうに計算される。 contractorがい っさ いの労貿

の支払いの権 限を もってい るわけであるから，sacadas

の迎命のい っさいはかれに握られているわけである。 労

働者の作業は刈り取り，私1み込み，迎搬， そのほか植え

付け，時問係，鉄道係と分割されて計算される。このよ

うに作業が複雑でしかも出来高払い制をとっているため

に最低賃金法（農業労働 1日2.5ヘソ，食事 ・住居つき

2.25ペソ）の履行の監視は容易ではない。労懺省tti先機

松1の手をやいてい るとこ ろである。

しかし実態は sacaclasの極端な低賃金をもって知られ

ており， 1955~5fi年 の ICAの調奔．（Employmentof 

iVligrnrll. Lahor in the Sugar lnduslr-y in N.egrns (kci・

dental, 1956)はつぎ0)ような恐るべき低労貨を叫らかに

している。すなわもほぼ5;IJ月の millingseasonにお
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応 （労伽者O) "take home" pay（saldo)は平均して97.

:;69ペゾであって，七れは最低 0.3べ‘ノから 318ベソにわ

sacadasの35％が（）．3~5(）ペゾ， 29％が51~100．：たった。

’‘• ペゾ， 16％が101~15()ペソ， 2（）％が151~318ペソを手に

入れたu
要するに sacaclasの 8'hlJは 5ブ）月間に純手収り

0.3~15(）ベソをえににすぎなしヽ0)であって， この こと は

l Hの労貨がと‘)-cし、2.25ぺ‘ノ I謡 してはし、なし、 こと な

示して＼、加

sacadas O) plantationにいナる生活状態はきわめて劣

悪であり ，人間状態とはいえないものである。かれらは

一定の小鼠靖I9Ji生活を込 っているが，；との小産は1中jも

ろくに1切げないよ うな粗忠なものである。 このことはか

れらの健康状態にも‘!i然反映する（J）であっ ＿C, JCAの調

査期間 (1955~56年） にイン クビ :.,.ーした労働者の約半

数が1丙気にかかっていたことによって示される。 これに

比べると sugarplantation(/．)permanent laborerの生

活状態は，はるかによ しのように見受けられる。 central

の労働者のほと んどすべ＿Cが労勁組合 （たとえば Allied

Workers'Association)に加人しているのに 比べて，移

動労働名の燭合には組合は全くない状應である。

sugar plantationにおける収穫期作業は，この ような

最低貨金法をも無視した極端な低労既によって遂行 され

ているのであるが， 一方移動労働者の側か らすれば，米

作の遥（木JUj問中家族の中のロベらしといくぶんの労位股

得の機会で も得られれば，かれらはそれに依存せざるを

えないのである。農民の貧困と underemploymentが同

時に sugarplantationにおける低労貨の根源をなしてい

るといえる。それはひいては permanentlaborerの低

労員の原囚をもなすのであっ て， それは また生産力向上

を附轡する要囚となる。こう した低貨金を排除するため

には，移勁労働者間における労働組合 の結成と， con-

tractor o)排除すなわも planterと移動労働者間の直接

契約が4可 欠になると衿えられる。

VI Muscovado ~い崖・流通0) |［国

この国における muscovaclo（および panocha)の生

釦i]957年度に 6万6:J50トンに述しているが，その 8割

は l'anay島，主として Antique州で生i船されてい る。

この muscovacloというのは，零細な生産者が釜を用い

て sugarcaneの汁を点つめたにすぎないも 0)で，最も

Jlrimitivc/¥：紗納であるc, muscov(）（I()はかつてフィリヒ

ンでい配的 、は砂納形態であ•:, iこぶ，弟］次大戦以1対近代

的な centrifugalsugar centralがでさるに＇）れて ， しだ

いに成必されていっにものである。しかし今日でも‘4社Ill

経営と低貨金労/fi/Jは近代工場のかにわらにこ O) mus-

covaclo生産者を残存せしめてい る。 それには原住民の

貧困が一lHiにおいてこのイr在を支えているのである。

l'anay島では‘ぷ嶺III生産者の 間になんらの組織がな I_,ヽ た

めに，かJLらの muscovadoがりt（甜祁人切和1又0)対象と

な っているとこらに問題があ る。旅低商人1,•よ＇杵細な生脱

省に望t金を1tし付けて，［国物を極端な低値咋 （いたた

き， これを砂値で）阪ヽ必（輸出）することによってばく大

な利益を得ているといわれる。こう した前近代的な前貸

し形態から小生）｝危社を解放するには形（金の問題がかなめ

とわるが，協同組合 (FACOMA)はこれに対し て全然無

））である。すなj心 FACOMAfj賓 金 itし付けに際し

て：i：地やその他の propertyを担保として要求するが，

こう した担保は，小生i花者の持ちえないものだからであ

る。これは フィ リピンの米作農民の場合と 同様の問題を

さらけだ している。したがっ て muscovaclo生船者によ

る独自0)協同組合組織の設立が必要 と考え られ るが，

muscovacloの規格の不統一は こうした組織の形成を困難

にする一要因となっている。かれらは貧しいがゆえに蔀

低搾取の対象となり，ますます貧困の度を探める結果に

陥っ てい ると いわざるをえないのである。

muscovaclo（およ び panocha)生産者の生産力の低さ

は1957作物年度に centrifugalsugar O) 1ヘク タール当

たり収景5770キロに対 して，1210キロにすぎなかったこ

とによって知られるであろう。

VII 流通 組 揺

フィリヒン(J).sugarplanterは NationalFeclerat1on 

of Sugarcane Plantersを組織し，millerは Philippine

Sugar Associationを組様してい る。 さらに planterは

砂粕の販売を SugarProducers Cooperative Marketing 

Asso(.,iation (SPCMA)を通 じて一元的に行なっている。

SPCMAは同時に砂糖生産者に必要な化学）把料の購入

をも行なっている。 この ほかに PhilippineProducers 

Cooperative Marketing Association (PHlLPROCOM) 

もきわめて多 くのJI叫料のJし1i人を行なっている。miller//)

場合には SPCMAに加人して砂糖0)販売を行な ってい

る。 SPCMAは実際の砂糖の販売（翰出）は sugardealer 

を通 じて行なう が，この dealerの数は現在約 15でスペ

イン， アメ リカ， イギリス、 1-1本，II•IIKI 、 フィリヒ ン゚な

どり('（本i-ー よろ も OJ · こ• あ る（：＇

Negros Occidentalから柏み出 される砂糖(:J:、ネクロス

I O7 
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西海岸が遠浅で良港がないため， 1 度 Iloilo 沖の Gui•

maras島の貯蔵所に集結される。この島には近代的な砂

糖放み出し貯蔵施設 (bulk-sugarhandling system)や

molassesタンクが設饂されてい る。この Guimaras島の

貯蔵所は VisayanStevedore Transportation Company 

の所有するところで，砂糖の Negrosからの迎搬，）ti:

蔵，耕み出しなどの経営を一元的に行なっている。この

Stevedore Companyは1952年に4万5000トンのモラス

スを貯蔵する平面式のタンク (lヘクク ール）を新設し

た。

Vlll フィ リピ＇ン粕業のll!J}岨点

フィリビン糖業の最大の問題は，生産力がきわめて低

いために国際競争力をもちえない ということである。た

とえば！烈糖の生産力の低さはつぎの国際比較によって知

られる。 ］950/51年度のヘ クク ール当たり 粗朝の 収届は

ハワイ 0)20.5トン， ジャワ9.0トン， プエルトリコ7.8Iヽ

ン，台湾6.0トン， ジャマイカ5.9トンに対してフィリヒ°

ンは5.4トンでわずかにキ 4 ーパの4.8Iヽンを上1且lってい

るにすぎない（チ モシェン コ・ スツ ーリン グ著『世界の

砂糖』による）。 このような生郎））の低さは 鞘業におけ

る合理化がきわめてお くれている ことを意味する。 この

最大の原因の 1つはフィリピンの糖業がアメリカの市場

価格構造に リンク していることである。 妙鞘の1!l：界市楊

価格はアメリカのIIi場価格に比べて 4礼翡から 5隅程度も

低い。 このアメリカ市場における盈価格は，ア メリカの

国内砂納生産者の保護に由米するのであるが，フィリヒ＾

ンの糖業はこの価格構辿に結びつけられているために合

理化がおくれ， 国際市場における競争力をももえないの

である。フィリピンの国際市場における砂糖輸出は， わず

かにパークーを通 じて行なわれている現状にすぎない。

フィリヒンの納業は，米比間の目由貿易すなわち Pay-

ne-Aldrich Act of 1909および Underwood-Simmons

Tariff Act of 1913によって仲びたものであり，戦後の

糖業の復興は 1946年のベル通商法による無関税輸出

(quotaを伴う）によってもたらされた。こうして戦後フ

ィリビン経済に 占める砂糖の地位は急速に回復し， フィ

リビン経済はふたたび戦前の sugareconomyとなった

が， このアメ リカによる特恵が一面では フィ リピン糖染

の合那化を遅らせ， フィリヒン経済のアメリカ市場への

従屈性を強める 1要1人1とな っている。今llフィリピンが

アメリカに要求するものは砂糖割り当ての増大のみであ

って，最近のキューパ糖割り当て削減による フィリビン
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糖割り当ての増大は干天の滋雨のごとくにと られた。

フィリビン糖業の合理化を遅らせているいま 1つの要

因は，糖業における収益の減少である。1946年のペル通

商法はへつの対米為替比率を 1ドル 2ペソという戦前IJ)

比率に固定した。このペ ソ割高なレー トは フィリ ピンII)

対米輸入を容易にすると同時に砂糖の対米輸出収益を用

減するものであった。フィリヒ゜ン国内の砂糖価格は戦後

2.5倍に上昇した半面， 国内生活費は約4倍の上井を示

した。糖業の必要とする農業機械，薬剤，燃料，プラ ン

トなどの輸入価格は急速に上外したにもかかわらず，砂

糖価格の上外はこれに及ばず， このために糖業の収益は

滅少したことが予想される。 もちろん この点は大工場と

小規検工場ではかなりの違いがあろう。

19（沿年4月の中央銀行による decontrolplanは，輪出

生産者のドルを今後 4年問25％ずつ自由為替相場で交換

しうるように規定した。その結果，輸出生産者のドル収

益は今後増大することが予想され，砂糖生産者はとにか

くこの措i位を歓迎している（かれらが真に望んでいる も

0)は政府の生肱 ・為替統制の完全撤廃である）。しか し

一方において1955年の Laurel-LangleyAgreement（ベ

｝レ法の改IF.)は1956年以降74年にいにる期間にフィ リビ

ン朝の対米無関税輸出割合を漸次削減してゆくことを規

クとし ている。これはフィ リピン砂飩l ,• i産者の収益減少を

邸味する。

フィリピン釉染の合理化はきわめて緊要とされ， この

合理化のために政府の PhilippineNational Bank, Deve• 

lopment Bankはこれまでにばく 大な金紬的援l1））を行な

ってきた。前者は短期資金，後者は長期設tiii資金の供給

機関である。さらに戦後における妙糖工場の合併 (1930

~31年に central数45, 現在では25), San Carlosや

Bais地区における梢漑施設， Cuimaras島における bulk・

sugar handling system の新設などは，合理化のあらわ

れの一端であろう。現在 sugarplanterは土地生産力の

増大（品種改良），経営の多角化（畜産の母入，作物の

多角化）に大きな関心を持っているように見受けられる。

しかし半封建的な大股園制 (hacienda)における劣悪な

労鋤力条件は，経営合狸化をはばむ最大の要1屈となるで

あろう。フィリビン糖業が一方における近代的工場制度

と他方における半封建的大殷園制に完全に分離・結合（：：

重構造）しているところに， 合理化をはばむ重大な制度

的要因が存在するといえる。

（アンア経済研究所 悔外派逍員）
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